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３　双方向性のあるコンテンツ
による問題解決

・双方向性のあるコンテンツに
はどのようなものがあるかを身
につける。
・双方向性のあるコンテンツの
基本的な仕組みを身につけ
る。
・問題を解決するためのコンテ
ンツに必要な情報を収集し，解
決策を具体化する方法を身に
つける。
・双方向性のあるコンテンツの
プログラミングによる問題解決
を振り返り，解決結果及び解決
過程を評価し，改善・修正する
方法について考える能力を身
につける。

・双方向性のあるコンテンツの
基本的な仕組みを理解してい
る。
・安全で適切なプログラムの制
作と動作の確認，デバックがで
きる技能を身に付けている。

・「技術の見方・考え方」を働か
せて，問題を発見し，自分なり
の課題を設定する力を身に付
けている。
・使用するメディアを複合する
方法とその効果的な利用方法
を構想する力を身に付けてい
る。
・情報処理の手順を具体化す
る力を身に付けている。
・コンテンツのプログラムの制
作の過程や問題解決の結果を
評価し，改善及び修正する力
を身に付けている。

・主体的に情報の技術につい
て考え，理解しようとしている。
・自分なりの新しい考え方や捉
え方によって，知的財産を創造
するとともに，他者のアイディア
を尊重し，それらを保護・活用
しようとしている。
・他者と協働して，粘り強く取り
組もうとしている。
・自らの問題解決を振り返り，
よりよいものとなるように改善・
修正しようとしている。

４　計測・制御による問題解決 ・身の回りにある計測・制御シ
ステムの種類を身につける。
・計測・制御システムにおける
プログラムの役割を身につけ
る。
・計測・制御システムの基本的
な構成と情報の流れを身につ
ける。
・計測・制御のプログラミングに
よって解決できる問題を発見
し、解決方法を身につける。

・計測・制御システムの基本的
な構成を理解している。
・計測・制御システムにおける
プログラムの役割を理解してい
る。
・安全で適切なプログラムの制
作と動作の確認，デバッグがで
きる技能を身に付けている。

・「技術の見方・考え方」を働か
せて，問題を発見し，自分なり
の課題を設定する力を身に付
けている。
・入出力されるデータの流れを
基に，計測・制御システムを構
想する力を身に付けている。
・情報処理の手順を具体化す
る力を身に付けている。
・計測・制御システムの制作の
過程や問題解決の結果を評価
し，改善及び修正する方法に
ついて考えている。

・主体的に情報の技術につい
て考えようとしている。
・自分なりの新しい考え方や捉
え方によって，知的財産を創造
するとともに，他者のアイディア
を尊重し，それらを保護・活用
しようとしている。
・他者と協働して，粘り強く取り
組もうとしている。
・自らの問題解決を振り返り，
よりよいものとなるように改善・
修正しようとしている。

1　情報の技術の原理・法則と
仕組み

・生活や社会，産業のさまざま
な場面でコンピュータなどの情
報の技術が利用されていること
を身につける。
・コンピュータの構成を身につ
ける。
・情報を数値化して処理してい
ることや、画像をデジタル化す
る方法やデータ量との関係を
身につける。
・情報通信ネットワークの仕組
みや、情報をやりとりする仕組
みを身につける。
・情報の特性について考え，情
報が社会に与える影響を身に
つける。
・望ましい情報社会のための態
度を身につける。
・情報セキュリティを実現する
ための3つの要素や、サイバー
セキュリティの重要性を身につ
ける。

・情報の表現や記録ができる
仕組みを理解している。
・情報のデジタル化の仕組み，
デジタル化の方法とデータ量
の関係について理解している。
・情報通信ネットワークの構成
について理解している。
・情報通信ネットワーク上での
情報を利用する仕組みについ
て理解している。
・情報の特性を理解して，情報
を安全に利用することができる
技能を身に付けている。
・情報セキュリティの基本的な
知識について理解している。

・どのような場面でコンピュータ
などの情報の技術が利用され
ているか考えている。
・情報を数値化することによる
メリットとデメリットを考えてい
る。
・情報の特性について考え，情
報が社会に与える影響を考え
ている。
・望ましい情報社会のための態
度を考えている。
・情報の技術に込められた工
夫を読み取り，「技術の見方・
考え方」に気付くことができる。

・主体的に情報の技術につい
て考えようとしている。
・情報が社会に与える影響を
理解して，望ましい情報社会の
ために取るべき態度を身に付
けようとしている。
・情報の安全を確保するために
必要な判断や対応をする力を
身に付けようとしている。

２　アルミカラビナの製作 ・けがきの方法を身につける。
・材料の切断方法を身につけ
る。
・部品加工の方法を身につけ
る。
・組み立ての方法を身につけ
る。
・製品の点検、修正の方法を身
につける。
・製品の仕上げの方法を身に
つける。

・製作品の機能や構造を考え
た設計をすることができる。
・材料によって構造を丈夫にす
る方法が異なることを理解して
いる。

・構想したものの形を図で表す
ための工夫をしている。
・材料の特徴を活かして製作品
に用いるために工夫している。
・製作品の使用目的にあわせ
て構造の工夫をしている。

・製作したいものを意欲的に考
え，目的とするものを表示しよ
うとしている。

技術・家庭（技術分野） 第3学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度


